
日本政府は、コンテンツ産業とAI搭載ロボット産業を次世代の基幹産業として位置づけ、2033年ま
でにコンテンツ産業の海外売上高20兆円を目指す野心的な目標を掲げている 。経済産業省は2025

年6月に「エンタメ・クリエイティブ産業戦略」のアクションプランを公表し、日本のコンテンツ産
業の国際競争力強化に向けた包括的な取り組みを開始している 。同時に、政府は2025年度内にロ
ボットに関する新戦略を策定し、AI搭載ロボットの実装拡大と競争力強化を図る方針を明確にしてい
る 。

日本コンテンツ産業の海外売上目標と推移予測（2023-2033年）

日本のコンテンツ産業は過去10年間で海外売上が約3倍に増加し、2023年には約5.8兆円に達してい
る 。これは鉄鋼産業や半導体産業の輸出額を上回る規模であり、自動車産業に次ぐ基幹産業として
成長している 。世界のコンテンツ市場も年平均成長率5%での成長が予測されており、日本のコン
テンツ産業が海外需要を取り込む大きな好機を迎えている 。

東京大学によるコンテンツ・AIロボット産業への戦
略的貢献分析
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両産業の現状と成長ポテンシャル

コンテンツ産業の飛躍的成長
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しかし、コンテンツ産業は深刻な課題にも直面している 。最も人材が不足しているのがプロデュー
サーであり、特にプロジェクト全般を総合的に企画・管理するプロデューサーの不足が深刻である
。また、海外展開を視野に入れたコンテンツ制作が持続的になされる体制になっておらず、権利

処理の複雑さや現地化の遅れなども課題となっている 。

日本のAIロボット市場は2025年の8億5,862万米ドルから2031年には35.1億米ドルに達すると予測さ
れており、年平均成長率26.45%という高い成長が見込まれている 。産業用ロボットとサービスロ
ボットの両分野で成長が期待されている 。

日本のAIロボット市場規模予測：産業用・サービス用ロボットの成長見通し（2025-2031年）

日本は現在でも世界一のロボット生産国として、グローバルシェア50％以上を維持している 。し
かし、ピーク時の90％からは大幅に低下しており、特に学術的な発表数では米国・中国に遅れを取っ
ている状況がある 。生成AIや汎用AIの分野では日本は出遅れており、主要な大規模言語モデルや
画像生成AIの開発は米中が中心となっている 。

東京大学は両産業分野において相当な研究・教育基盤を有している。コンテンツ分野では、大学院情
報学環にメディア・コンテンツ総合研究機構が設置されており、「コンテンツ創造科学産学連携教育
プログラム」（2004-2008年度）などの実績がある 。現在も学部横断型教育プログラム「メ
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AIロボット産業の挑戦と機会
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東京大学の現状と課題分析

既存の研究・教育基盤
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ディアコンテンツ」を提供し、技術・創造、文化・社会、人間・心理、総合の分野から基礎教育を行
っている 。

AIロボット分野では、大学院情報理工学系研究科に次世代知能科学研究センター（AIセンター）が設
置されており 、GoogleとのAI分野社会連携講座「AI相利共生未来社会講座」も設立している
。松尾・岩澤研究室では「Physical AI講座」を開講し、ロボティクスとAI技術の融合教育を推進

している 。

東京大学が抱える主要な課題は5つの領域に整理できる

。最も優先度が高いのは社会実装力の向上であり、現在のスタートアップ創出数の不足を年間300件
レベルまで引き上げる必要がある。人材育成面では、コンテンツ・AI分野の専門人材不足を解決し、
年間1000名の高度専門人材輩出を目指すべきである。

東京大学における優先課題領域の分析：コンテンツ・AIロボット産業貢献に向けた重要度評価

産学連携においては、企業ニーズとの乖離や実用化の遅れが問題となっており、グローバル企業との
戦略的パートナーシップ構築が急務である 。研究開発では、優れた基礎研究力を持ちながら応用
研究が弱く、基礎から応用まで一気通貫の研究体制の構築が求められている。国際競争力の面では、
海外トップ大学との連携が不足しており、MIT・スタンフォード級の国際連携の実現が必要である。
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構造的課題の特定
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2030年の東京大学は、年間1,000名の高度専門人材を輩出するグローバル人材ハブとして機能すべき
である

。これは現在の教育規模を大幅に拡大し、コンテンツ分野で年間500名、AIロボティクス分野で年間
500名の専門人材を育成することを意味する。

企業・政府・大学の三位一体連携拠点として、表面的な協定ではない実質的なパートナーシップを構
築する必要がある 。これまでの海外事例では、大規模な共同研究の成功要因として、積極的なコ
ミュニケーションによる使命・戦略の共有、具体性のある契約締結、長期間でのコミットメント、強
力な管理体制の構築が挙げられている 。

東京大学は年間300件のスタートアップ創出を目標とし、技術の事業化・起業化支援体制を抜本的に
強化する必要がある。既に三菱商事との6億円規模の「東京大学・三菱商事 Tech Incubation

Palette」が設立されており 、これを起点として大学発ベンチャー支援の新しいモデルを構築して
いくことが重要である。

あるべき姿：2030年の東京大学ビジョン

グローバル人材ハブとしての役割

産学融合プラットフォームの構築
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イノベーション創出エンジンの確立
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東京大学を中心とした産学官国際連携の戦略的フレームワーク構想図

第一段階（2025-2026年）では基盤整備に集中し、新設メディア・AI統合学部の設立、産学連携推
進本部の機能強化、国際連携オフィスの拡充を行う。第二段階（2027-2028年）では実証・拡大フ
ェーズとして、実践的カリキュラムの全面導入とグローバル企業との戦略的パートナーシップ締結を
推進する。第三段階（2029-2030年）では成熟・発展段階として、世界トップクラスの教育研究拠
点としての確立と持続可能な産学連携エコシステムの完成を目指す。

ギャップ解決のための3つのシナリオ

シナリオ1：段階的改革アプローチ（2025-2030年）



集中投資戦略として、既存の三菱商事との基金に加え、Google、Microsoft等との大型共同研究セン
ター設立やシリコンバレー・深圳での海外キャンパス開設を実現する。破壊的イノベーション創出の
ため、AI×コンテンツ特化型大学院設立、産業界出身教授の大幅登用、学生起業支援の制度的保障を
行う。

国内大学連合として京都大学、東工大、早慶との戦略的アライアンスを構築し、専門分野別の役割分
担と共同学位プログラムを展開する。アジア太平洋ハブ化を目指し、ASEAN諸国との教育研究連携
拡大と国際的な人材循環システムの構築を推進する。

学長・理事レベルの強いリーダーシップが改革の成否を決定する最重要要因である。硬直的な大学制
度の柔軟化・国際化を断行し、世界トップクラス研究者・教育者の招聘・確保を実現する必要があ
る。

政府予算・民間資金・国際機関からの複合的資金確保により、年間2,000億円以上のコンテンツ関連
予算拡充を後押しする 。現在の三菱商事との取り組みを他の企業にも拡大し、持続可能な資金基盤
を構築することが重要である。

既存教員・職員の抵抗による改革の停滞を防ぐため、段階的変革による組織内合意形成を重視する。
成功事例の積み重ねにより、改革への理解と支持を拡大していく戦略が有効である。

2030年時点での定量目標として、企業との共同研究件数年間1,000件、国際共同論文数年間2,000件
の達成を目指す。これにより、日本のコンテンツ産業海外売上20兆円目標達成への寄与とAIロボット
産業の国際競争力回復への貢献が期待される。

次世代産業創出による経済成長促進と、アジア太平洋地域での日本の学術的プレゼンス向上により、
東京大学は名実ともに世界トップクラスの研究教育機関として、日本の産業競争力強化の中核的役割
を果たすことができるであろう 。

⁂

シナリオ2：革新的変革アプローチ（2025-2027年）

シナリオ3：連携強化アプローチ（2025-2035年）

重要成功要因と実現に向けた提言

トップマネジメントのコミットメント

資金調達の多様化
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段階的変革による組織内合意形成

期待される成果と社会的インパクト
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